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２０２０年５月２９日 

 

各 位 

 

株式会社オプティムアグリ・みちのく 

 

十和田市でのスマート農業の取り組みを開始 

～青森県立三本木農業高等学校との農商工連携プロジェクト～ 

～上十三地区初となるドローン農薬散布防除サービスの展開～ 

 

 株式会社オプティムアグリ・みちのく（代表取締役 速水 一仁、以下オプティムアグリ・

みちのく）は、青森県内農業者と共にスマート農業（※1）を展開し「スマート米（※2）」の生

産を行っておりますが、この度十和田市にて新たなスマート農業の取組みを開始すること

となりましたので、お知らせいたします。 

 

 一つ目の取り組みは、青森県立三本木農業高等学校（校長 遠藤 剛 様、以下同校））と

の農商工連携プロジェクトです。 

現在、オプティムアグリ・みちのくでは地元農業生産法人である十和田アグリ株式会社

（代表取締役 竹ヶ原 直大 様、以下十和田アグリ）と連携し、大豆でのスマート農業技術

の実証を実施しております。本プロジェクトでは、十和田アグリが同校に対しスマート農業

実証圃場を提供し、同校生徒と共に大豆の生産に最先端のスマート農業技術を用いること

により、農薬使用量を極力抑えた「あんしん・安全」な付加価値の高い大豆の生産を行い、

生産物を地元加工会社である太子食品工業株式会社（代表取締役社長 工藤 茂雄 様）にて

加工・販売を通じて、青森県の基幹産業である農業人財の育成することを目的としておりま

す。 

 

 二つ目の取組みは、上十三地区初となるドローン農薬散布防除サービスの展開です。 

昨今、農業分野でのドローンの活用に大きな期待が集まっている中で、農薬散布用の 

ドローンは高価かつ飛行難易度が高いため、現状気軽に取り組むことが困難となっており

ます。オプティムアグリ・みちのくでは、これらの問題を解決すべく、親会社である株式会

社オプティム（代表取締役社長 菅谷 俊二）が展開するドローンを活用した農薬散布を行

いたい農業者の皆様と、飛行経験豊富なプロフェッショナルドローンパイロットを結びつ

けるサービスプラットフォーム「DRONE CONNECT」へのパイロット登録を推進しております。 

今般、十和田アグリに所属するドローンパイロットが本サービスに上十三地区で初めて

パイロット登録することにより、同地区においてドローンを活用した農薬散布を希望する

農業者の皆様へ、ドローン農薬散布防除サービスを提供することが可能となりました。 
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 オプティムアグリ・みちのくは、AI・IoT・ビッグデータプラットフォームのマーケット

リーダーである株式会社オプティムと地域金融機関である株式会社みちのく銀行の設立し

た日本初のスマート農業地域商社として、引き続き生産・販売の両面から青森県の基幹産業

である第１次産業を“稼げる農業”にすべく「スマート農業」を積極的に推進してまいりま

す。 

 

＜取組概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本農商工連携プロジェクトに参加する三本木農業高等学校の生徒＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地元加工会社＞

農業技術支援
実証圃場の提供

乾燥調整・検査依頼

スマートフード
原料販売

学生に対する
マーケティングの指導

学生の派遣
（商品開発・販売協力）

減農薬商品の販売

＜一般消費者＞

原料
（乾燥・等級検査済）

生産物の買取（大豆）

学生の派遣
（農業実習）

＜地元ＪＡ＞

＜地元農業生産法人＞

＜地元高校＞

＜地元金融機関＞

スマート農業技術支援
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＜DRONE CONNECT概要＞ 

 「DRONE CONNECT」とは、各種産業においてドローンを活用したい方々と飛行経験豊富な

プロフェッショナルドローンパイロットを結びつける、サービスプラットフォームです。 

現在「DRONE CONNECT」では、β版として農業分野においてドローンを活用した農薬散布等、

未来志向の農業従事者とプロフェッショナルドローンパイロットのマッチングを行ってお

ります。農業従事者は圃場調査や作物の生育状況把握、農薬散布などの日々の悩みを「DRONE 

CONNECT」を通じてプロフェッショナルドローンパイロットに気軽に依頼することができ、

農業活動を効率的に行えるようになります。 

 

＜「DRONE CONNECT」での現在提供サービス概要＞ 

サ ー ビ ス 名 ドローン農薬散布防除サービス 

サービス内容 

・これまでの農薬散布は噴霧器などで作業を行っていました。本サ

ービスでは、ドローンを利用してパイロットが農薬散布を行うの

で、機器を背負った重労働から解放されます。 

・1ａ（1畝）あたり 200円という低料金に加えて、日程も自由に選

択可能です。作業は通常目安 1ha（1町）10分程度で終了します。 

※ご利用最低面積は、1ha（1町）からとなります。 

 

 

＜「DRONE CONNECT」β版のご利用に関して＞ 

「DRONE CONNECT」β版の Webサイトにて会員登録をして頂いた方はサービスを利用、

提供することができます。 

「DRONE CONNECT」β版は、以下の Webサイトをご確認ください。 

https://www.optim.co.jp/drone-connect/ 

 

https://www.optim.co.jp/drone-connect/


-4- 

 

株式会社オプティム 担当：星野 

TEL：０３－６４３５－８５６７ 

 

＜十和田アグリ株式会社 概要＞ 

会 社 名 十和田アグリ株式会社 

住 所 青森県十和田市大字相坂字長漕４０番地１ 

代 表 者 代表取締役 竹ヶ原 直大 

設 立 年 月 日 ２０１３年８月 

業 務 内 容 
水稲・大豆を主体し、作業受託を含めて１３２haの耕作面積。 

２０１９年より農薬散布用ドローンを導入。パイロット４名配置。 

 

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

オプティムアグリ・みちのく 担当：赤石 

TEL：０１７－７５７－８２２４（携帯：０８０－５９３５－６９３２） 

 

※1…スマート農業 

   AI・IoT・ロボットなどの最先端技術を農家で活用し、農作業の負担軽減や、農産物の収量、品質の

向上を目指す新たな農業。 

※2…スマート米 

   「スマート米」とは、株式会社オプティムが行っている「スマート農業アライアンス」（※3）の取り

組みの一つである「スマートアグリフードプロジェクト」（※4）において、AI やドローンを使い、

農薬使用量を抑えて育てられた、あんしん・安全なお米です。 

※3…スマート農業アライアンス 

   「スマート農業アライアンス」とは、AI・IoT・ビッグデータを活用して“楽しく、かっこよく、稼

げる農業”を実現するべく、スマート農業を推進する取り組み。詳しくは以下の Web サイトをご覧

ください。 

   https://www.optim.co.jp/news-detail/25369 

※4…スマートアグリフードプロジェクト 

   ドローン・AI・IoT を利用して「減農薬」を達成して、高付加価値がついた農作物の生産、流通、販

売を行うプロジェクト。詳しくは以下の Web サイトをご覧ください。 

   https://www.optim.co.jp/news-detail/25369 

https://www.optim.co.jp/news-detail/25369
https://www.optim.co.jp/news-detail/25369
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＜参考：会社概要＞ 

会 社 名 株式会社オプティムアグリ・みちのく 

住 所 青森県青森市新町２－６－１８ 中新町ビル３階 

代 表 者 速水 一仁 

株 主 

・株式会社オプティム（代表取締役社長 菅谷 俊二） 

・株式会社みちのく銀行（代表取締役頭取 藤澤 貴之） 

・みちのく地域活性化ファンド 

設立年月日 ２０１９年１月２３日 

事 業 内 容 

・株式会社オプティムのスマート農業ソリューションを活用し生産者と

連携した農産物の生産と販売 

・スマート農業に関する総合商社機能の提供 

・スマート農業に関するコンサルティングサービスの提供 

・その他、青森を中心とした地域の発展・貢献に必要な AI・IoTサービス

の提供 

参 考 

会社設立時プレスリリース 

https://www.michinokubank.co.jp/news_2306.pdf 

https://www.optim.co.jp/newsdetail/20190129-pressrelease 

以 上 

https://www.michinokubank.co.jp/news_2306.pdf
https://www.optim.co.jp/newsdetail/20190129-pressrelease

